
指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市営駐車場 

指定管理者 株式会社パーキングサポートセンター 

指 定 期 間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日まで 

施設所管課 総務部管財課 

施設の設置目的 
自動車利用者の利便及び道路交通の円滑化を図ることにより、都市

の機能の増進に寄与するため設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用台数 273,106 306,188 

昨年度と変わらず市民会館や市

のイベントについては充実して

いるものの、総出庫台数は 33,082

台の減少。用務来庁者数 39,758

台減少、一般利用者数は 6,676 台

の増加となった。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円）   25,985,584   25,116,753  

（うち指定管理料）   25,985,584   25,116,753 
光熱水費等の料金が前年

より増加しているため。 

支出金額（円）   25,985,584   25,116,753  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

指定管理 3年目。場内設備の美観を保ち、延命処置を施す為、錆落

としと塗装作業を積極的に行いました。初年度から現地オペレータ

ーにて空き時間を利用して作業を実施。費用を抑えつつ、一通り場

内の塗装が完了。引き続き場内美化に取り組んで参ります。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 
運営については概ね事業計画どおりなされており、良好といえる。 

利用状況に対する

評価 

イベントを事前に把握して開場時間の変更を行うなど利用者の利

便性の向上、安全性の確保に努めており、良好といえる。 

自主（指定）事業 

に対する評価 
実施する事業なし 

施設維持に対する

評価 

毎日場内外の清掃を行い、週末には精算機、発券機内の清掃を行う

など年間を通して適宜清掃や修繕を行うなど良好な維持管理がで

きているといえる。 

収支状況に対する

評価 
指定管理料の範囲内で支出がまかなえており問題はない。 

総合評価 
従業員への研修や駐車場内の定期的点検を行い、良好な状態が保た

れており、概ね良好な管理運営ができているといえる。 
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指定管理業務の評価結果について 

（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市斎場 

指定管理者 株式会社 五輪  

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部市民課 

施設の設置目的 市民福祉の向上に寄与するため、火葬の施設として斎場を設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

人体受付件数 3,014 件 2,848 件 
コロナ感染者火葬、高齢化社会のた

め増加したと思われます。 

小動物受付件数 1,532 件 1,715 件 

減少しましたが、ペットを飼われて

いる方は多く増加する可能性があ

ります。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 97,174,321 91,149,348  

（うち指定管理料） 90,505,000 90,278,000 
人件費、委託費の増

額のため 

（うち利用料金） 871,200 871,200  

（うちその他） 5,798,121 148 
預金利息、エネルギ

ー価格高騰対策費  

支出金額（円） 94,061,620 88,934,230 計画通り 

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 
コロナ発生からコロナ感染者の火葬を時間外に行うなど、感染対策

に努め、一度も閉館することなく運営を行えた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

・コロナ感染者の火葬対応や、細やかな配慮により利用者に寄り添

った運営ができている。 

・葬祭業者及び霊柩車の運行事業者と連絡調整を行うことで、配車

漏れを防止し、安定した火葬業務が実施できている。 

利用状況に対する

評価 

・火葬件数は、年々増加し、今後も超高齢社会の影響等により、増

加していくと想定している。施設が老朽化している中で、安定的な

火葬が提供できるように、火葬炉の保守点検や火葬の運営体制が効

率的に実施できている。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

・喫茶、売店、自動販売機の委託を実施している。利用者のニーズ

を掌握し、軽食メニューの充実を図る等、利用者の満足につながる

ようお願いしたい。 

施設維持に対する

評価 

・修繕は優先順位をつけ、計画的に実施されている。 

・利用者のニーズを考慮しながら環境の整備を行っている。 

収支状況に対する

評価 

・効率的な火葬運営を実施し、経費削減に努めているが、超高齢社

会を迎え、今後も火葬件数の増加が見込まれるため、より効率的な

火葬業務の運営への研鑽をお願いしたい。 

総合評価 

・施設の老朽化が進んでいる中で、施設の管理、設備のメンテナン

ス等十分実施されており、利用者に寄り添った、きめ細やかな対応

等も評価している。 

・利用者からの声については、月に１回のアンケート報告とともに、

必要なものについては、随時報告がされている。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市民会館 

指定管理者 株式会社ケイミックスパブリックビジネス 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部スポーツ・文化課 

施設の設置目的 市民の福祉の増進を図り、文化の向上に寄与するため設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 101,487 49,089 

4 月 1日～9月 26日まで小ホールと

第１～３会議室、多目的室をワクチ

ン集団接種会場に。10月は第１～３

会議室の空調工事。また 11 月は多

目的室の空調工事で使用できず。新

型コロナ感染症対策の人数制限と

出控えもあり利用者数は伸びなか

った。 

施設稼働率 42％ 31％ 

ワクチン集団接種会場以外の会館

施設に利用が集まり第１・第２四半

期の稼働率が増えたため。 

 

各四半期稼働率は次の通り。 

第 1四半期 48％ 

第 2 四半期 55％ 

第 3 四半期 45％ 

第 4 四半期 33％ 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 150,676,866 136,811,509  

（うち指定管理料） 93,974,129 96,325,018 
光熱水費の余剰金を返金

したことによる差異 

（うち特定修繕費） 1,064,800 0 
市指定の特定修繕を実施

した。 

（うち利用料金） 24,611,783 15,424,049  

（うちその他） 31,026,154 25,062,442 

ワクチン接種会場協力金 

エネルギー価格高騰対策

費等 

支出金額（円） 149,152,907 134,892,803  
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３ 自己評価 

自己評価コメント 

（会館施設利用） 

新型コロナウイルス感染症拡大予防対策及びワクチン集団接種会

場設置に伴って施設利用の予約取消し・利用料金の返金などの業務

が増えた。また、人数制限や検温、消毒、距離を保つ、来場者リス

ト作成等のイレギュラー対応が続いたが、利用者に対して丁寧な対

応に努め大きな問題はなく運営できた。新型コロナウイルス感染症

拡大予防対策を十分に実施できたことで来館者の安心と信頼を得、

来場者数が平常時の 50％まで回復できた。 

 

（会館実施事業）                         

～中止・延期事業～ 

本年度は後半、コロナ対策緩和に伴い「中止・延期」となった事業 

はなく、当初計画とは異なるが、指定事業：「地域資源活用事業」… 

生きもの探検隊 inウェルネスパークを自主事業：「地域連携 

事業」…世界三大ピアノ弾きめぐりを急遽実施した。この事業を 

含め、本年度は指定事業 9本と自主事業 24本の全 33 本と前年比約

２倍(+16 本)の事業を実施した。 

 

～実施事業～ 

コロナ禍自粛から一転、市民会館来館者数はコロナ禍以前の約 60%

～70%位まで回復してきた。「せせらぎコンサート」では来場者数約

500 名（前年比 140%）（コロナ禍以前の約 65%）のお客様を集客でき

た。前半６月開催のクラシック事業「兵ブラス」は来場者が目標未

達（対目標 73%）であった。演奏者出演者はお客様からの評判も良

かったが、コロナ禍影響による人気のブラスクリニックが中止、修

学旅行と重なったこともあり、中高生の団体チケットが低迷した。 

その他指定事業 市民大学講座「島田洋七講演会」もコロナ禍影響が

まだ残った時期での開催であり、来場者の評判は「面白かった」「す

っきりした」等好評であった。演劇歌劇事業「神戸少年少女合唱団

×スーパーキッズオーケストラ」も目標未達であった。 

佐渡裕指揮ではなかったことが集客に結びつかなかったものの、演

奏の技術レベルは高く、お客様の評価は非常に良かった。地元の加

古川シティオペラジュニア「チェルキオ」がほぼ活動休止状況であ

ったため、神戸少年少女合唱団を招致したが、集客に結びつかなか

った。このほかの指定事業は全て目標及び前年実績を大きく上回っ

た。 

市民大学講座では、TV マスコミで大人気の池上彰氏を招致すること

ができ、約 1,000 名の来場者でにぎわった。 

伝統芸能事業「桂米朝一門会」も南光・米團治・吉弥など TVで活躍

中の人気落語家出演とあって、昨年の約２倍の来場者でにぎわっ

た。著名、人気のある出演者を招致することで市内はもとより、近

隣市町の方々に喜んでいただけた。 

子供対象事業「0 歳からのオーケストラコンサート」では「子供と

本格的なクラシックが楽しめる機会を提供してくれてありがたい」

や、地域資源活用事業「生きもの探検隊 in ウェルネスパーク」で

は、「親子で一つのことに夢中で取り組めて楽しめて良かった」との

評価を頂けた。 

自主事業プレミアムコンサート 3 本「大黒摩季」「ベンチャーズ」

- 6 -



 

「SHISHAMO」はそれぞれ来場者の年齢層・性別等が異なった全世代

に来場していただけ、バランス良く開催できた。 

エンタメステージ「キエフ・クラシック・バレエ」ウクライナ情勢

劣悪の中での来日公演となり、話題を提供した。演技力も素晴らし

く、上質の白鳥の湖を鑑賞していただいた。 

加古川シネマ 2本「お終活」「おらおらでひとりいぐも」と地域高齢

化関連作品を上映。「おらおらでひとりいぐも」は上映日台風直撃に

伴い１回上映となったが、2 本合計で鑑賞者は前年の約 4 倍、目標

比 207%と盛況だった。 

社会貢献プログラム「ピアノのしくみを見てみよう」を昨年に続き

実施した。近い距離でピアノを見ることができ、ミニコンサートの

ピアニスト演奏技術も良く素晴らしい企画であると高い評価を頂

けた。来年も継続実施を望む声が多く出た。 

地域連携プログラム「世界３大ピアノ弾きめぐり」は 7月に実行委

員会を立ち上げ 11 月実施という慌ただしい中、企画開催にこぎつ

けた。 

市民の関心は高く、平日開催ということで参加者は 80%程度となっ

たが、他市では実施できない秀逸の企画であり、継続企画として毎

年開催するべきと考える。 

地域連携プログラム「加古川文化フェスティバル」はコロナ禍以前

のにぎわいまでは届かなかった。参加団体からも練習不足や活動再

開時期が遅くなったこと等により今年度は見送り次年度（第 10回）

には参加したいとの声を頂いた。 

おとな Lab「大人の教養講座オーラルフレイルってなあに」を播磨

歯科医師会 高齢者地域福祉課の協力、歯科医(中野医師)を講師に

迎え開催。簡易歯科検診も実施する等の初の試みを実施し、好評価

を頂いた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

施設の運営や維持管理については、提案書、仕様書、事業計画書に

基づき実施された。アンケートや提案箱の設置等により、利用者の

ニーズを受け業務改善、サービスの向上に努めている。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症の影響緩和もあり、利用者数、施設稼働

率とも前年度を上回った。今後も魅力的な事業展開や施設のＰＲに

より、利用者の維持獲得、満足度の向上に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

ワクチン集団接種会場開設の影響がある中、「大黒摩季 30th アニ

バーサリーベストライブツアー2022-23」「よしもとお笑いライブ in

加古川 2022」や、世界三大ピアノであるスタインウェイの演奏体験

「大ホールひとりじめ」など、市民が楽しむ機会を提供した。また、

若年層と中高年層のニーズに合った事業をバランスよく実施して

おり、文化発信の場として充実した事業を展開していると評価でき

る。今後も新たなニーズを掘り起こした新規事業について期待した

い。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃、植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。また、修繕料・備品購入費ともに必要分を執行して

おり、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入のうち指定管理料が全体の約３分の２を占めている。利用料金

収入は、ワクチン集団接種会場設置の影響もあり計画値に達しなか

った。支出については、必要な修繕・備品購入を行い適切に執行で

きている。 

総合評価 

ワクチン集団接種会場開設による影響を受けながらも、その中で目

新しい事業を行い、市民から好評であったことは評価できる。今後

も利用者ニーズを把握しそれに対応したさらなる事業展開に期待

したい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川総合文化センター 

指定管理者 株式会社ケイミックスパブリックビジネス 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
学術文化の振興及びコミユニテイ活動の推進を図り、魅力ある豊か

な地域社会の形成に寄与するため、複合施設を設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 134,563 76,216 

新型コロナウイルス感染拡大が落

ち着いてきたことと、ワクチン接種

会場としての利用を終了し美術ギ

ャラリーが使用可能となったため。 

コミュニティ施設 

稼働率（％） 
32.0 29.4  

美術ギャラリー 

稼働率（％） 
82.6 0 

美術ギャラリーがワクチン接種会

場となっていたが、6 月以降使用可

能となった。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 172,954,800 150,299,796 
エネルギー高騰対策費・

レストラン売上増 

（うち指定管理料） 101,247,732 101,089,000  

（うち利用料金） 24,565,580 19,765,510 新型コロナ感染状況 

（うちその他） 47,141,488 29,445,286 

エネルギー高騰対策費、

特定修繕委託料、レスト

ラン売上げ増加、指定事

業収入増 

支出金額（円） 160,746,652 137,144,956 レストラン委託費の増加 

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

5 月までワクチン接種会場、2～3月は確定申告会場と館の本来の利

用目的外の利用もあったが、工夫しながら指定事業 37件、自主事業

15 件を実施できた。貸館についてはワクチン接種会場で美術ギャラ

リーのお客様が、確定申告会場で会議室のお客様が他施設をご利用

され、完全に戻ってきていないが、チラシ等のＰＲ活動により利用

率は上がってきている。市内に新しいコミュニティ施設がオープン

する中、施設は古くても清掃や整備を徹底し、できるだけ気持ちよ

く利用していただけるよう努力した。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

施設の運営や維持管理については、提案書、仕様書、事業計画書に

基づき実施された。アンケートや提案箱の設置等により、利用者の

ニーズを受け業務改善、サービスの向上に努めている。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症の影響緩和もあり、利用者数、施設稼働

率とも前年度を上回った。今後も魅力的な事業展開や施設のＰＲに

より、利用者の維持獲得、満足度の向上に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

ワクチン集団接種会場開設の影響がある中、「総文カルチャー」や、

各種作品展等を行い、市民が楽しむ機会を提供した。施設の特色で

あるプラネタリウムを組み合わせた朗読など工夫をこらした事業

を数多く行っていることは評価できる。今後も市民ニーズを把握し

た新規事業について期待したい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。また、修繕料・備品購入費ともに必要分を執行して

おり、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入のうち、指定管理料が全体の７割弱を占めている。利用料金収

入は、ワクチン集団接種会場開設の影響を受けながらもほぼ計画通

りの額を確保できている。支出については、必要な修繕・備品購入

を行い適切に執行できている。 

総合評価 

ワクチン集団接種会場開設による影響を受けながらも、特色ある事

業を行い、市民から好評であったことは評価できる。今後も利用者

ニーズを把握しそれに対応したさらなる事業展開に期待したい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立松風ギャラリー 

指定管理者 加古川市美術協会  

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
芸術文化の振興を図り、魅力ある豊かな地域社会の形成に寄与する

ため設置する。 

 
１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 17,064 12,232 

新型コロナウイルス感染症

により影響をうけた来館者

が徐々に回復傾向にある。 

稼働率（％） 50 47 同上 

 
２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 21,546,375 21,283,507  

（うち指定管理料） 19,154,262 19,127,985  

（うち利用料金） 2,191,250 1,702,930  

（うちその他） 200,863 452,592 感染症対策協力金が皆減 

支出金額（円） 20,967,733 20,056,914  

 
３ 自己評価 

自己評価コメント 

新型コロナウイルス感染症の影響が残る中、市民の心理状況や社会

経済状況が一変するとは思われず、利用件数が前提の指定管理者は

厳しい状況におかれている。利用の減少に対処すべく主催事業を増

加させているが、マンパワーに限度があり、市の新規収蔵作品が増

えない現状では新企画は立てにくくなっている。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

地域の文化団体とのネットワークをもった指定管理者が地域に密

着したサービスを提供した。特に市内で活躍する作家の美術展や音

楽団体のコンサートを行うことにより、地元加古川の芸術文化の振

興に寄与している。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症の影響緩和もあり、利用者数、施設稼働

率とも前年度を上回った。１階の展示室の貸館状況に応じて、可能

な限り事業を組み入れたことは評価できる。今後も魅力的な事業展

開や施設のＰＲにより、利用者の維持獲得、満足度の向上に努めら

れたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

自主事業として、指定管理者主催事業である美術協会部門別会員展

を開催しており、指定管理者のノウハウとネットワークを生かした

事業展開ができている。また、指定事業においては、多様な企画展

を開催しており、チラシ等で利用者へ積極的に周知を行うなど、利

用者数増加に向けて努力した点は評価できる。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・点検を実施。また、早期に必要な修繕を行うこ

とにより、老朽化を最小限におさえる等、適切な維持管理ができて

いる。 

収支状況に対する

評価 

貸館事業による利用料金収入があるが、指定管理料が主たる財源と

なる。定期的な館内清掃・点検の実施、自主事業の展開、また、必

要な修繕・備品購入を行い、予算の範囲内での執行ができている。 

総合評価 

施設の管理運営や施設維持管理については、提案書、仕様書、事業

計画書に基づき適正に遂行、節電等経費削減にも取り組んでいる。

また、新規事業の実施、継続的なＰＲを行い事業周知を図っている。

市所蔵作品展を行うことにより、地元に縁のある芸術家の作品を広

く市民に知ってもらい、市所蔵の芸術作品を有効活用することがで

き、施設を有効に利用できている。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川ウェルネスパーク 

指定管理者 指定管理者 西部共同企業体 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 

市民及び勤労者の積極的な健康づくりを支援するとともに、総合的

な生活環境の創造、向上を図り、もって健康で文化的な生活を実現す

ることを目的として設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 414,218 406,214 
開館時間等の制約がなかったため

前年度比 2.0％増 

図書貸出冊数（冊） 441,331 491,821 

加古川図書館開館、加えて一人当た

りの貸出冊数が減少したため前年

度比 10.3％減 

利用料金（円） 55,913,652 48,281,263 
イベント数、参加者の増加 

前年度比 15.8％増 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 431,887,385 408,010,905 
エネルギー価格高

騰対策費増 

（内指定管理料） 332,906,682 327,884,666 光熱水費等返還減 

（うち利用料金） 55,913,652 48,281,263 参加者増 

（うちその他） 43,067,051 31,844,976 
エネルギー価格高

騰対策費増 

支出金額（円） 459,032,081 426,563,856 光熱水費増 

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止に留意しつつ、

コロナ禍からのリスタートを意識し、以下の通り積極的な事業再

開を企画した。 

健康増進事業 

・健康セミナー 

音楽ホール事業 

・ウェルネス フラフェスティバル 

・ウェルネス ダンス発表会 

・Kakogawa Fresh Artist Concert 

・和太鼓コンサート 

図書館事業 
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・あおぞらおはなし会 

・自分だけの本を作ってみよう 

地域資源活用事業 

・市内の名所旧跡巡り 

・神吉山ハイキング 

その他事業 

・ハーブ講座 

・デジカメ教室 

その効果もあり、指定事業参加者は 17.2％増加（Ｒ３：65,617 人

⇒Ｒ４：76,903 人）し、施設の来場者増に結び付いた。 

 

４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

複合施設の特長を十分に生かした運営ができている。利用者の声を

積極的に取り入れ、また、地元団体や利用者と協力した自主事業の

展開をするなど、評価できる事業展開を行っている。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症による影響の緩和もあり、積極的な事業

再開の結果、利用者数や利用料金等は昨年度比で増加している。図

書館については、加古川図書館リニューアルの影響もあり貸し出し

冊数が前年度より減少した。引き続き図書館事業等に力を入れ、来

館者数等の増加に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

指定事業については、健康増進施設で様々な世代、レベルの人向け

のクラスで事業を実施し、市民ニーズに応えていることは評価でき

る。自主事業においては、「FUN CANOE in ウェルネスパーク」等の

新たな事業や、利用者と協力して行う「OPEN DEPERTMENT」等も実施

し、好評を博していることは評価できる。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。また、修繕費・備品購入費ともに必要分を執行して

おり、適切な維持管理がなされている。ESCO 事業においては、前年

度に引き続き ESCO 事業者との協力により、適切な設備運転により

光熱水費の削減をすることができた。 

収支状況に対する

評価 

収入全体としては、利用料金収入及び指定事業収入は２割程度にと

どまり、指定管理料が主な収入源となっている。支出については、

定期的な館内清掃・点検の実施、自主事業の展開、また、必要な修

繕・備品購入を行い、おおむね計画どおりの執行ができている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について良好に遂行し

ている。多種多様な事業に取り組み、複合施設の特性を十分に発揮

し、地域コミュニティの中心となっていると評価できる。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立漕艇センター 

指定管理者 指定管理者西部共同企業体  

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
川に恵まれた本市の特性を生かし、漕艇活動の振興を図り、市民の健

康づくりに寄与するため、漕艇施設を設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 20,669 10,854 貸艇、宿泊利用者が回復傾向にある 

利用料金（円） 2,409,820 2,052,960 貸艇料、宿泊利用料増のため 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 40,396,971 39,393,000  

（うち指定管理料） 36,390,683 36,422,427  

（うち利用料金） 2,409,820 2,052,960 施設利用者増による 

（うちその他） 1,596,468 917,613 
エネルギー価格高騰

対策費等 

支出金額（円） 48,338,544 36,476,015 
委託費、光熱水費増

による 

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

令和 4年度も新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になった

大会もあったが、近隣小中学校（両荘中・加茂小・三木小・八幡小・

加東市 4校連合小・陵北小・神出中・上荘小・西高野球部・青少年

育成課の 10 小中高学校と 3団体及び、神鋼物流・フクシエンタープ

ライズ・郵船商事・川崎重工・郵船コーディアルサービスの 5企業）

からボート体験の依頼があり、合計 675 名を受け入れた。エルゴマ

シンレースやアルティメット（ニュースポーツ）、カヌー体験を行い

少しでも楽しんでいただけるように工夫を凝らした事業を行った。 

6 月には 3年ぶりに市長杯を実施、22 クルー、97名が参加し、全国

市町村交流レガッタ選考会も兼ねており茨城県潮来大会に 5クルー

を派遣した。 

また、4月にはニッケパークタウンでエルゴマシン体験会を実施し、

カヌー展示やボートの疑似体験コーナーを設けるなど多くの方に

参加していただいた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

安全な施設管理や、不具合への素早い対応ができている。また、利

用者の安全を最優先に考え、艇利用時の安全強化に重点的にとりく

むなど、安全監視体制の徹底や艇保守業務の確実な実施等を行って

いることは評価できる。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症の影響の緩和もあり、利用者数は前年度

比で増加した。利用料金収入についても、貸艇料、宿泊利用料の増

により、前年度比で増加した。天候等の外部要因により利用者数が

大きく変化する施設であるが、魅力ある事業の展開や施設のＰＲに

より、引き続き利用者数の確保を期待したい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

指定事業は、「KAKOGAWA スプリングカップボート大会」が新型コロ

ナウイルス感染症の影響で、「Head of The Kakogawa2022」は他県の

大会と重なり応募数が少なく、それぞれ中止となった。自主事業に

ついては、新たにカヌー事業を試験的に取り入れ好評を得、また、

ボート体験競技普及への貢献が日本ボート協会に評価されるなど、

様々な取り組みにより一定の評価を得ていることは評価できる。新

型コロナウイルス感染症の影響などにより実施できなかった事業

については、次年度以降に期待したい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。また、修繕費・備品購入費ともに予算の範囲内で必

要分を執行しており、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入全体では、貸館・貸艇による利用料金収入は１割に満たず、指

定管理料が主な収入源となっている。定期的な館内清掃・点検の実

施、自主事業の展開、また、必要な修繕・備品購入を行っている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、おおむね良

好に遂行することができた。体験教室等の実施や、各種ボート大会

への積極的な協力などを通じ、ボート競技の普及に寄与している。

また、施設の設備、備品の改善に取り組み、利用者の利便性、安全

性を向上することに力を入れていることは評価できる。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川海洋文化センター 

指定管理者 S＆O グループ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ文化課 

施設の設置目的 

海とふれあえる地で遊びや学習を通し、人と海とのかかわりにより

生まれた海洋文化に関する知識の普及を図るとともに、地域の人々

の交流を促進するため設置する。 

 
１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 116,761 128,622 中規模修繕に伴う休館のため 

図書貸出冊数（冊） 144,721 209,022 中規模修繕に伴う休館のため 

 
２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 92,641,834 94,810,982 中規模修繕に伴う減収 

（うち指定管理料） 82,809,535 82,961,630  

（うち利用料金） 180,740 243,320 中規模修繕に伴う減収 

（うちその他） 9,651,559 11,606,032 中規模修繕に伴う減収 

支出金額（円） 85,251,520 89,211,298  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

昨年度と比べ、感染状況の緩和、施設においても感染対策を緩和し

た中での運営となり、来館者の回復傾向が見受けられた。 

結果、中規模修繕に伴い大きく来館者は減少したが、開館後大きな

トラブル・混乱もなく運営ができた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

バリエーションに富んだ事業を実施する等、魅力的な施設となるよ

う努めており、引き続き期待したい。１年を通してコミュニティの

場として親子連れを中心に多くの方に利用されていることは評価

できる。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症による影響の緩和はあったが、改修工事

による約３か月の休館期間があり、利用者数、図書貸出冊数とも前

年度を下回った。今後も引き続き利用者の維持獲得、満足度の向上

に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

指定事業は「海の学習会」、「出前水族館」等が目標値を上回り、自

主事業についても「あかちゃん絵本の会」、「絵画教室」をはじめ、

おおむね好評であった。一部、新型コロナウイルス感染症の影響で

予定変更を余儀なくされながらも、試行錯誤しながら事業を実施し

た１年であり、次年度に生かされることを期待したい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。また、修繕費・備品購入費ともに、必要分を適宜執

行しており、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入全体としては、利用料金収入等の占める割合が低く、指定管理

料が９割弱を占め、主な収入源となっている。支出については、定

期的な館内清掃・点検の実施、自主事業の展開、また、必要な修繕・

備品購入を行い、予算の範囲内で、ほぼ計画どおりの執行ができて

いる。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。特に子ども連れの利用者が多く、海洋文化に関

する知識の普及だけでなく、親子で楽しめる事業を多数行い、子育

て支援の拠点としての役割も果たしていることは評価できる。令和

４年度の改修工事で、児童向けの「あそびひろば」設置やじゃぶじ

ゃぶ池周辺改修を実施したことを受け、より一層の利用促進が期待

できる。また、本施設は図書室という特色があり、地域の交流拠点

のひとつ伴っており、今後も施設の重要性がますます高まってくる

と考えられる。 

 

- 18 -



指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川スポーツ交流館 

指定管理者 S&O グループ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部スポーツ・文化課 

施設の設置目的 市民の健康増進を図り、市民相互の交流を図るため設置する。 

 
１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 108,506 79,817 

制限緩和により問い合わせや見学者が多

くあり、利用へとつながっている。また、

通常の営業時間に戻ったことによる。 

※前年度、臨時休館・時間短縮営業あり。 

空調工事による１ヶ月の臨時休館あり。 

 
２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 121,655,693 109,925,394  

（うち指定管理料） 60,225,120 58,876,585 
指定管理者変更時

の提案額に基づく 

（うち特定修繕費） 1,595,000 2,456,245 
女子浴槽改修工事

のため 

（うち利用料金） 40,730,415 28,989,196  

（うちその他） 19,105,158 19,603,368 

昨年度、感染症対

策協力金、及び空

調工事に伴う利用

料補填あり 

支出金額（円） 123,775,343 112,335,766  

 
３ 自己評価 

自己評価コメント 

年間を通じて、利用者からのご意見に対し真摯に対応を行った。特

にウェルネスプログラムにおいては担当インストラクターと細か

く連携し調整を行っている。次年度も引き続き利用者のニーズの把

握に尽力、積極的に対応することで満足度の向上を目指す。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 
に対する評価 

バリエーションに富んだ事業を実施する等、魅力的な施設となるよ

う努めており、引き続き期待したい。１年を通してコミュニティの

場として多くの世代の方に利用されていることは評価できる。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症による影響の緩和もあり、空調工事によ

る１か月の休館期間がありながらも、利用者数は前年度を上回っ

た。今後も引き続き利用者の維持獲得、満足度の向上に努められた

い。 

自主（指定）事業 
に対する評価 

指定事業については、「親子スイミングＡ」や「乳幼児わくわく体操」

等が引き続き好評であった。自主事業についても、新型コロナウイ

ルス感染症の影響の緩和もあり、引き続き多くの方に参加いただい

ている。多様なプログラムを取り入れ、利用者が飽きることなく運

動ができるよう取り組んでいることは評価できる。今後、さらに利

用者の満足を得られる事業展開を期待する。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。また、修繕費・備品購入費ともに、必要分を適宜執

行しており、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入全体としては、利用料金収入と指定事業収入が約５割を占めて

いるが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、計画通りの額の

確保には至っていない。支出については、定期的な館内清掃・点検

の実施、自主事業の展開、また、必要な修繕・備品購入を行い、適

切に執行できている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。バリエーションに富んだ事業を実施する等、魅

力的な施設となるよう努めており、引き続き期待したい。１年を通

してコミュニティの場として多くの世代の方に利用されているこ

とは評価できる。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 浜の宮市民プール 

指定管理者 S&O グループ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ文化課 

施設の設置目的 
加古川市民の健康づくり及びレクリエーションの振興に寄与するた

め設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 60,466 30,877 
新型コロナウイルス感染状況の緩

和による 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 46,062,939 25,823,470 開園期間延長による 

（うち指定管理料） 7,561,786 5,533,446  

（うち利用料金） 35,989,664 18,415,952 開園期間延長による 

（うちその他） 2,511,489 1,874,072  

支出金額（円） 37,763,047 25,310,291  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

昨年度と比べ、感染対策を緩和した中での運営となった。利用者に

おいても、感染症対策において大多数の方が理解を示しており、大

きなトラブルなく運営することができた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

バリエーションに富んだ事業を実施する等、魅力的な施設となるよ

う努めており、引き続き期待したい。夏季のレジャー施設として、

親子連れを中心に多くの方に利用されていることは評価できる。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症の影響緩和をうけ、入場人数制限を実施

せず、例年並みの期間で営業したこともあり、利用者数、利用料金

とも前年度を上回った。今後も引き続き利用者の維持獲得、満足度

の向上に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、指定事業は目標値を下回

り、自主事業については「ビックローラー」が中止となった。予定

変更を余儀なくされながらも、試行錯誤しながら事業を実施した１

年であり、次年度に生かされることを期待したい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理がなさ

れている。また、修繕費、備品購入費共に必要分を執行しており、

適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入全体としては、利用料金収入が８割弱を占めているが、計画以

上の額を確保できている。支出については、定期的な館内清掃・点

検の実施、自主事業の展開、また、必要な修繕・備品購入を行い、

適切に執行できている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。指定事業、自主事業については、今後の展開に

期待したい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立日岡山体育館 

指定管理者 ミズノグループ  

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
加古川市民の健康の保持及び増進を図るとともに、スポーツの振興

及び市民の交流に寄与することを目的として設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 80,090 34,344 
ワクチン集団接種会場期間が前年

より短かった。 

競技場稼働率（％） 78 59 
新型コロナウイルス感染症の影響

が和らいだため。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 74,898,367 75,131,824  

（うち指定管理料） 54,500,492 54,744,514  

（うち利用料金） 12,049,950 5,498,765 
ワクチン集団接種会

場期間が短かった。 

（うちその他） 8,347,925 14,888,545 
ワクチン接種会場協

力金の減 

支出金額（円） 79,675,377 75,254,641  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

施設全体の受付業務を一括集中することにより、すべての出来事に

対して、臨機応変な対応で総合的な管理を行うことができた。また、

安全にも配慮して運営できた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

日岡山公園内の 7施設一括での指定管理を受けており、施設をまた

いだスタッフの配置など、繁忙・閑散期など状況に応じた効率的な

運営を行えている。利用者のニーズに応えて安全で快適な施設運営

ができている。 

利用状況に対する

評価 

ワクチン集団接種会場開設期間が昨年度より短かったことや、新型

コロナウイルス感染症の影響の緩和もあり、利用者数、競技場稼働

率とも前年度比で増加した。今後も魅力的な事業展開や施設のＰＲ

により、利用者の維持獲得、満足度の向上に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

新型コロナウイルス感染症や、ワクチン集団接種会場開設による影

響もあり、指定事業、自主事業とも一部中止又は回数減となった。

開催できた各事業については好評を得たので、次回以降の展開に期

待したい。他の事業についても、引き続き参加者の獲得に努められ

たい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。また、修繕料・備品購入費ともに必要分を執行して

おり、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入全体としては、指定管理料による収入が大半を占めている。支

出については、定期的な館内清掃・点検の実施、事業の展開、また、

必要な修繕・備品購入を行い、適切に執行できている。 

総合評価 

ワクチン集団接種会場開設による影響を受けながらも、基本協定

書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行すること

ができた。また、市民スポーツの拠点として定着しており、市民ス

ポーツの環境づくりに寄与している。自主事業についても利用者の

ニーズを把握し、特色ある事業を展開することで多くの参加者を集

めていることは評価できる。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立武道館 

指定管理者 ミズノグループ  

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
加古川市民の健康の保持及び増進を図るとともに、スポーツの振興

及び市民の交流に寄与することを目的として設置する。 

 
１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 38,708 31,582 
新型コロナウイルス感染症の影響

による利用控えが緩和。 

武道場稼働率（％） 55 52 利用制限が前年より緩和。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 13,165,102 12,353,865  

（うち指定管理料） 9,324,815 9,275,731  

（うち利用料金） 2,971,240 2,491,970  

（うちその他） 869,047 586,164 
エネルギー価格

高騰対策費等 

支出金額（円） 13,406,773 12,641,238  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 
施設全体の受付業務、利用者への接客、清掃業務、メンテナンスな

ど総合的な運営管理を行うことができた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

日岡山公園内の 7施設一括での指定管理を受けており、施設をまた

いだスタッフの配置など、繁忙・閑散期など状況に応じた効率的な

運営を行えている。利用者のニーズに応えて安全で快適な施設運営

ができている。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症による影響の緩和もあり、利用者数、武

道場稼働率ともに昨年度比で増加している。今後も引き続き利用者

の維持獲得、満足度の向上に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

新型コロナウイルス感染症による影響もあり、指定事業はすべて中

止となった。自主事業については、新型コロナウイルス感染症の影

響が和らいだこともあり、参加者が昨年度比で増加した。開催でき

た各事業については好評を得たので、次回以降の展開に期待した

い。他の事業についても、引き続き参加者の獲得に努められたい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。また、修繕料・備品購入費ともに必要分を執行して

おり、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入全体としては、貸館による利用料金収入、その他が３割弱で、

指定管理料収入が多くを占めている。支出については、定期的な館

内清掃・点検の実施、事業の展開を行っている。また、必要な修繕・

備品購入を行い、適切に執行できている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。また、市民スポーツの拠点として定着しており、

市民スポーツの環境づくりに寄与している。自主事業についても利

用者のニーズを把握し、特色ある事業を展開することで多くの参加

者を集めていることは評価できる。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 日岡山公園グラウンド 

指定管理者 ミズノグループ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
加古川市民の健康の保持及び増進を図るとともに、スポーツの振興

及び市民の交流に寄与することを目的として設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 58,988 51,785 
新型コロナウイルス感染症

の影響が前年より緩和。 

稼働率（％） 79 80 前年から大きな変化なし。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 9,119,840 7,971,200  

（うち指定管理料） 0 0  

（うち利用料金） 8,402,840 7,454,200  

（うちその他） 717,000 517,000 
エネルギー価格高

騰対策費等 

支出金額（円） 8,224,014 7,717,709  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 
新型コロナウイルス感染症の影響を受けたが、高い稼働率を維持す

ることができた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

日岡山公園内の 7施設一括での指定管理を受けており、施設をまた

いだスタッフの配置など、繁忙・閑散期など状況に応じた効率的な

運営を行えている。また、スポーツ関連企業の経験を生かしたサッ

カースクールは多くの参加者を集め、児童の競技能力向上に寄与し

ている。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症による影響の緩和もあり、利用者数は前

年度を上回り、稼働率は前年度並みを維持した。各競技協会の定期

的な利用もあり安定した利用を確保しており評価できる。今後も引

き続き利用者の維持獲得、満足度の向上に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

新型コロナウイルス感染症による影響もあり、指定事業は「親子ス

ポーツスタンプラリー」、自主事業は、「ミニサッカー大会」が中止

となった。開催できた各事業については好評を得たので、次回以降

の展開に期待したい。他の事業についても、引き続き参加者の獲得

に努められたい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な清掃・植栽に係る各種定期点検及び維持管理がなされてい

る。また、修繕費、備品購入費ともにほぼ予算どおりに必要分を執

行しており、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

指定管理料はなく、利用料金収入が全体の９割強を占めているが、

計画以上の額を確保できている。支出については、定期的な清掃・

点検の実施、自主事業の展開、また、必要な修繕・備品購入を行い、

適切に執行できている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。また、競技団体と連携をとり、高い稼動率を維

持することができている。指定事業及び自主事業については、今後

の展開に期待したい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 日岡山公園第１テニスコート 

指定管理者 ミズノグループ  

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
加古川市民の健康の保持及び増進を図るとともに、スポーツの振興

及び市民の交流に寄与することを目的として設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 18,757 17,218 
新型コロナウイルス感染症の影響

は前年より緩和。 

稼働率（％） 62 61 利用自粛が前年より緩和。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 7,954,017 7,628,004  

（うち指定管理料） 1,579,238 2,078,268 返納金による減 

（うち利用料金） 5,748,490 5,131,570 
利用自粛が和らい

だため 

（うちその他） 626,289 418,166 
エネルギー価格高

騰対策費補填等 

支出金額（円） 6,263,926 6,134,169  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 
新型コロナウイルス感染症の影響で学校部活動が自粛される中、一

般利用者の屋外施設の需要が高まり、稼働率は前年を上回った。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

日岡山公園内の 7施設一括での指定管理を受けており、施設をまた

いだスタッフの配置など、繁忙・閑散期など状況に応じた効率的な

運営を行えている。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症による影響の緩和もあり、利用者数は前

年度を上回り、稼働率は前年度並みを維持した。今後も引き続き利

用者の維持獲得、満足度の向上に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

指定事業については、「親子スポーツスタンプラリー」は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で中止した。自主事業のテニススクールに

ついては好評であったので、引き続き期待したい。他の事業につい

ても、引き続き参加者の獲得に努められたい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理がなさ

れている。また、修繕費、備品購入費ともに、必要分を執行してお

り、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入全体としては、貸館による利用料金収入と指定事業収入が約８

割で、指定管理料以外での収入もおおむね計画通り確保できてい

る。支出については、定期的な館内清掃・点検の実施、自主事業の

展開、また、必要な修繕・備品購入を行い、適切に執行できている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。また、高い稼動率を維持することができている。

指定事業及び自主事業については、今後の展開に期待したい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 日岡山公園第２テニスコート 

指定管理者 ミズノグループ  

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
加古川市民の健康の保持及び増進を図るとともに、スポーツの振興

及び市民の交流に寄与することを目的として設置する。 

 
１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 7,999 6,739 
新型コロナウイルス感染症の影響

が前年より緩和。 

稼働率（％） 32 33 冬場のコート凍結が影響 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 3,437,079 3,894,889  

（うち指定管理料） 2,049,011 2,462,982 返納金による減 

（うち利用料金） 1,213,200 1,260,950  

（うちその他） 174,868 170,957  

支出金額（円） 3,184,755 3,280,611  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

冬季期間はグラウンドが凍結し使用できないことが多いが、ニガリ

を撒いたり、整備時間を増やし、少しでもコートが稼働するよう努

めた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

日岡山公園内の 7施設一括での指定管理を受けており、施設をまた

いだスタッフの配置など、繁忙・閑散期など状況に応じた効率的な

運営を行えている。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症による影響の緩和もあり、利用者数は前

年度を上回り、稼働率は前年度並みを維持した。冬場のコート凍結

の影響もあるが、今後も引き続き利用者の維持獲得、満足度の向上

に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

指定事業の、「親子スポーツスタンプラリー」、自主事業の「スクー

ル生大会」については、新型コロナウイルス感染症の影響で中止し

た。自主事業のテニススクールについては好評であったので、引き

続き期待したい。他の事業についても、引き続き参加者の獲得に努

められたい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理がなさ

れている。また、修繕費、備品購入費ともに、必要分を執行してお

り、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入全体としては、貸館による利用料金収入、その他が約４割で、

指定管理料収入が多くを占めている。支出については、定期的な館

内清掃・点検の実施、自主事業の展開、また、必要な修繕・備品購

入を行い、適切に執行できている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。指定事業及び自主事業については、今後の展開

に期待したい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 日岡山公園野球場 

指定管理者 ミズノグループ  

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
加古川市民の健康の保持及び増進を図るとともに、スポーツの振興

及び市民の交流に寄与することを目的として設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 12,799 11,051 
新型コロナウイルス感染症の影響

が緩和した。 

稼働率（％） 43 43  

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 21,055,825 20,755,943  

（うち指定管理料） 17,685,322 17,991,644  

（うち利用料金） 2,961,780 2,408,380 利用自粛が緩和傾向 

（うちその他） 408,723 355,919 自動販売機収入等 

支出金額（円） 20,715,496 20,289,555  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 
利用者からはグラウンドの状態について満足している趣旨の言葉

をいただき、取組成果は利用者に伝わっていると実感した。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

日岡山公園内の 7施設一括での指定管理を受けており、施設をまた

いだスタッフの配置など、繁忙・閑散期など状況に応じた効率的な

運営を行えている。専門的な知識と技術を生かし、施設管理を行っ

ている。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症による影響の緩和もあり、利用者数は前

年度を上回り、稼働率は前年度並みを維持した。各競技協会の定期

的な利用もあり安定した利用を確保しており評価できる。今後も引

き続き利用者の維持、獲得に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

新型コロナウイルス感染症による影響もあり、指定事業は「親子ス

ポーツスタンプラリー」が中止となった。自主事業については、「ヘ

キサスロン」を実施した。開催できた各事業については好評を得た

ので、次回以降の展開に期待したい。他の事業についても、引き続

き参加者の獲得に努められたい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な清掃・植栽に係る各種定期点検及び維持管理がなされてい

る。また、修繕費、備品購入費ともにほぼ予算どおりに必要分を執

行しており、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入全体としては、貸館による利用料金収入、その他が２割弱程度

で、指定管理料収入が多くを占めている。支出については、定期的

な清掃・点検の実施、事業の展開、また、必要な修繕・備品購入を

行っている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。また、競技団体と連携をとり、高い稼動率を維

持することができている。指定事業及び自主事業については、今後

の展開に期待したい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 日岡山市民プール 

指定管理者 ミズノグループ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
加古川市民の健康の保持及び増進を図るとともに、スポーツの振興

及び市民の交流に寄与することを目的として設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 21,654 15,412 前年は開場期間短縮営業。 

利用料金（円） 8,982,500 6,405,480 前年は開場期間短縮営業。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 9,954,163 7,630,965  

（うち指定管理料） 0 0  

（うち利用料金） 8,982,500 6,405,480 昨年度は期間短縮営業 

（うちその他） 971,663 1,225,485 
自販機、物販売上及び水道料

還付金、感染症対策費の減 

支出金額（円） 12,005,934 10,881,347  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

コロナ禍での営業のため、場内の消毒実施及び人員を増やし監視体

制を強化し安心して入場いただけるよう配慮し、多くの方々に喜ば

れた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

日岡山公園内の 7施設一括での指定管理をうけており、施設をまた

いだスタッフの配置など、繁忙・閑散期など状況に応じた効率的な

運営を行い、より多くの利用者が気軽に利用できる環境を整えてい

る。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナウイルス感染症の影響緩和をうけ、例年並みの期間で営

業したこともあり、利用者数、利用料金とも前年度を上回った。今

後も引き続き利用者の維持獲得、満足度の向上に努められたい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

指定事業の「親子スポーツスタンプラリー」、自主事業の「縁日」に

ついては、新型コロナウイルス感染症の影響で中止した。今後の事

業展開に期待したい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理がなさ

れている。また、修繕費、備品購入費ともに必要分を執行しており、

適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

指定管理料はなく、利用料金収入が全体の約９割を占めているが、

計画以上の額を確保できている。支出については、定期的な清掃・

点検の実施、自主事業の展開、また、必要な修繕・備品購入を行い、

適切に執行できている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。指定事業及び自主事業については、今後の展開

に期待したい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立志方体育館 

指定管理者 非営利活動法人加古川総合スポーツクラブ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部スポーツ・文化課 

施設の設置目的 市民の健康の増進及びスポーツの振興に寄与するため設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 28,561 28,705  

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 10,212,130 10,070,841  

（うち指定管理料） 5,555,479 5,878,302  

（うち利用料金） 3,739,790 3,602,190  

（うちその他） 916,861 590,349 
エネルギー価格高

騰対策費を含む 

支出金額（円） 9,385,122 9,213,021  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

コロナ禍、災害等による臨時閉館など減員の要素がなかったので、

目標を上回る利用者があった。次年度以降も引き続き利用者増を図

りたい。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

志方東公園テニスコートと一括で指定管理を受けており、施設をま

たいだスタッフの配置など、繁忙・閑散期など状況に応じた効率的

な運営を行えている。また、アンケート等に基づき、利用者のニー

ズに応えた運営を心がけており、指定管理者の特性を生かして、ス

ポーツの普及に寄与している。 

利用状況に対する

評価 

利用者数はほぼ前年度並みを確保できた。今後も利用者のニーズを

把握して事業展開を行い、利用者数、利用率等を増加させる工夫を

し、施設の有効活用に努められることを期待したい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

自主事業であるシェイプアップ教室は、年間を通して参加者数が安

定しており、利用者から高評価を得ている。また、地域感謝運動会

は、地域との交流を深め施設の存在を PR できる良い機会となって

いる。今後も新規利用者獲得のため新たな事業の展開に期待する。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。また、修繕料・備品購入費ともに必要分を執行して

おり、適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入としては、指定管理料以外に、貸施設による利用料金収入が約

３分の１を占めているが、ほぼ計画通り確保できている。支出につ

いては、定期的な館内清掃・点検の実施、自主事業の展開、また、

必要な修繕・備品購入を行っており、適切に執行できている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができている。地元に密着した施設運営ができており、市

北部のスポーツの場として親しまれている。積極的に自主事業に取

り組み、シェイプアップ教室、卓球教室など独自の事業を行い、好

評を得ている。今後もより一層、利用者ニーズに沿った事業を期待

する。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 志方東公園テニスコート 

指定管理者 特定非営利活動法人加古川総合スポーツクラブ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資するた

め設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 8,756 7,990  

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 7,212,298 7,014,950  

（うち指定管理料） 4,062,632 4,108,528  

（うち利用料金） 2,944,090 2,671,930  

（うちその他） 205,576 234,492  

支出金額（円） 6,421,358 6,243,063  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

主に悪天候による閉鎖日の減少により、目標を 1,000 人以上上回る

利用者数があった。天候にも恵まれた面はあるが、次年度以降も引

き続き利用者増を図りたい。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

志方体育館との一括で指定管理を受けており、施設をまたいだスタ

ッフの配置など、繁忙・閑散期など状況に応じた効率的な運営を行

えている。また、親しみやすい施設として多くのリピーターに親し

まれている。指定管理者の特性を生かして、スポーツの普及に寄与

している。 

利用状況に対する

評価 

利用者数は前年度を上回っており、リピーターをしっかりと確保す

るとともに新規利用者の開拓にも取り組んでいる。今後も利用者の

ニーズを把握して事業展開を行い、利用者数、利用率等を増加させ

る工夫をし、施設の有効活用に努められることを期待したい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

自主事業であるテニス教室が好評であり、参加者数も目標値を達成

している。利用者から高評価を得ている事業であるので、今後も当

事業を継続し、満足度の向上を図られたい。 

施設維持に対する

評価 

定期的な清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理がなさ

れている。また、修繕料・備品購入費ともに必要分を執行しており、

適切な維持管理がなされている。 

収支状況に対する

評価 

収入としては、貸施設による利用料金収入が４割強を占めており、

利用状況に左右される面が大きいが、運営努力の結果計画を上回る

額を確保できている。支出については、定期的な清掃・点検の実施、

自主事業の展開、また、必要な修繕・備品購入を行っており、適切

に執行できている。 

総合評価 

基本協定書、事業計画書に基づき管理運営等について、良好に遂行

することができた。自主事業のテニス教室は、利用者に親しみやす

い事業に取り組み、参加者に満足いただいている点が評価できる。

今後は、施設の認知度向上のための事業を展開し、更に多くの人に

利用される施設となることを期待する。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立総合体育館及び加古川運動公園陸上競技場 

指定管理者 株式会社加古川運動公園市民スポーツサービス 

指 定 期 間 平成１７年１２月２日から令和７年３月３１日まで 

施設所管課 市民協働部 スポーツ・文化課 

施設の設置目的 
市民の健康の保持及び増進とスポーツの振興及び市民の交流のため

設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

総合体育館 

施設使用者数（人） 
104,934 113,745 

令和４年度は、前年度のワクチン接

種者等が約６万人施設利用者数に

加算されていたが、当年度は、約２

万人弱だったため、実質は３万人超

の増加となる。 

陸上競技場 

施設使用者数（人） 
85,534 76,602 

メインスタジアム一種公認改修工

事で、約３ヶ月間使用出来なかった

が、大会数と施設利用者数は前年度

比で、大会数は４回、施設利用者数

は約 12％の増加となった。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 225,493,643 217,522,863  

（うち割賦売上高） 0 0  

（うち管理・運営業務料） 220,701,513 211,037,794 光熱水費清算金減少 

（うちその他） 4,792,130 6,485,069  

支出金額（円） 220,496,602 212,586,930 
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３ 自己評価 

自己評価コメント 

以下の活動を行った。 

１．運営に関する事項 

① バレーボールとバスケットボールによる展開 

 みるスポーツ： 

   V リーグを 11 月に、Bリーグを 3月に、Vリーグは JTマーヴ

ェラス、B リーグは西宮ストークスのホームゲームとして加古

川大会を開催した。 

トップアスリートのプレーを間近で観戦できる機会を提供

することができた。 

 

 するスポーツ： 

   JT マーヴェラスによるバレーボール教室を 7月に開催した。 

 

 ささえるスポーツ： 

   総合体育館杯ジュニアバレーボール大会を 3月に開催した。 

   また、競技人口の底辺拡大に繋がるように、広報かこがわや

市ホームページに掲載している。 

 

② 世代間の交流活動 

カローリング教室を開講して普及活動を行い、その成果とし

て、各地(岡山・徳島・大阪等)からの参加者を交えて、9月に第

16 回大会を予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止

のため中止した。  

 

２維持管理に関する事項  

清掃に関しては、気持ちよく利用できる清潔な環境を維持す

るために、充分気を配り、「いつもきれいな施設である」と利

用者に評価していただいている。今後もこの評価を維持できる

ようにする。 

設備については、体育館・競技場ともに水回りを中心に経年

劣化による不具合が発生しつつあるので引き続き、予防保全の

観点から早期発見・早期修理を心がけていく。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

PFI 事業の基本方針である「するスポーツ、みるスポーツ、ささえ

るスポーツ」の拠点となっており、様々なスポーツで重要な施設と

して広報することができている。また、アンケートの実施や有識者

等による活性化委員会の開催、兵庫県看護協会の協力によるまちの

保健室の開催等により、サービスの向上に努めている。 

利用状況に対する

評価 

利用者数について、総合体育館は前年度実績からワクチン集団接種

者を除いた数と比較し増加、陸上競技場は大会数等の増もあり、両

施設とも前年度を上回る実績となった。引き続き利用者の維持、獲

得に期待したい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

PFI 事業については、市主催スポーツ教室、自主活性化事業等の各

教室を実施し、市民スポーツへの関心を高め施設の活性化に寄与し

た。 

施設維持に対する

評価 

定期的な館内清掃・植栽、警備に係る各種定期点検及び維持管理が

なされている。 

収支状況に対する

評価 

収入については市から委託料が大半を占めている。支出は、定期的

な館内清掃・点検の実施、事業の展開、また、必要な修繕・備品購

入を行った。 

総合評価 

PFI 事業要求水準書（一次、二次）に基づく提案書、事業計画書に基

づいて、管理運営を確実に実施している。総合体育館においては、

活性化事業として様々な教室を実施し、市民の健康づくりに大きく

寄与している。また、無料開放している市民クラブルームをはじめ、

近隣住民を中心にコミュニティ施設として定着している。陸上競技

場においては陸上競技教室を実施し、児童の競技能力向上に寄与し

ている。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立地域産業振興センター 

指定管理者 地域産業振興センター運営協議会 

指 定 期 間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

施設所管課 産業経済部 産業振興課 

施設の設置目的 
地域産業の振興と地域住民の生活文化の向上を図るため、集会施設

を設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 9,550 6,507 

・志方全地区参加の催し（ふれあ

いフェスタ）が開催されたた

め。 

・志方公民館の改修工事に伴い 

代替施設として利用されたた

め。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 6,693,360 6,386,029  

（うち指定管理料） 6,692,465 6,383,019  

（うちその他） 895 3,010 雑入・利息 

支出金額（円） 6,693,360 6,386,029  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

利用者に対してアンケート調査を実施し、快適に施設を利用しても

らえるように対処している。設備点検や簡易な修繕を行い、地域に

開かれた施設として適切に管理運営している。 

感染症対策（消毒・換気）は常時行い、これからも安心・安全に施

設を利用してもらえるよう対策を行っていく。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

施設の管理運営業務においては、事業計画通り実施されている。利

用者アンケートによる施設利用の満足度は 89.6％で、中でも窓口の

対応に関しての満足度は 88.8％、清掃・美観は 89.6％と高く、利用

者等の意見を把握し、管理運営に反映されていると評価できる。 

利用状況に対する

評価 

令和４年度に近隣施設である志方公民館の改修工事に伴い、代替施

設として利用されたことから利用人数、件数は微増となったが、き

め細やかな施設の管理運営が図られており、広かれた地域の拠点と

なるような利用促進に努めている。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

みどり喫茶事業の運営においては、地域住民のコミュニティ形成及

び当該センターの利用促進を図るとともに、適切な感染症対策を講

じ、利用者の配慮にも心がけている。 

また、靴下の購入を希望する来館者に対しては、近隣の販売業者へ

取り次ぐなど、地場産業の販売促進に努めている。 

施設維持に対する

評価 

清掃業務については、委託業務により適切に実施しているほか、事

務員による清掃も行っている。 

修繕関係への意見・要望については、緊急性のあるものから順次計

画的に対応している。 

こまめな消灯や電源の ON/OFF 等を徹底し、省エネの取組も積極的

に進めている。 

収支状況に対する

評価 

令和４年度は同町内の志方公民館の改修が行われたことから当該

センターの利用件数は大幅に増加した（631 件⇒704 件） 

しかしながら、令和３年度と比較し、大ホールの利用件数が大幅に

減少（123 件⇒75件）したこと、また、志方公民館主催事業が全額

減免であったことから利用料収入は、前年より減少することとなっ

た。 

不要な支出は認められず、適正に経理処理されている。 

コピー用紙の裏面利用や古封筒の再利用など事務用品の経費削減

を徹底しており、光熱水費の返還も行われた。 

総合評価 

コロナウイルス感染拡大防止のための適切な対策を行い、適正に運

営・管理されている。 

利用者満足度について、昨年度と比較し数値は低下したが、令和４

年度も 89.6%と高水準を保っている。 

みどり喫茶の運営による地域住民のコミュニティ形成や靴下の購

入希望者への販売業者の案内など、地域住民の生活文化の向上・地

場産業の振興にも努めており、施設の目的にそった管理運営が行わ

れている。 

経費削減についても、細部にわたり努力が認められる。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立しろやま農業研修センター 

指定管理者 しろやま農業研修センター管理運営協議会  

指 定 期 間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

施設所管課 産業経済部 農林水産課 

施設の設置目的 
農村地域における環境条件の整備及び農業の振興を図り、農業者そ

の他地域住民の生活改善及び健康増進に寄与するため設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用件数（件） 1,065 920 
新型コロナウイルス感染症の影

響緩和により増加。 

利用者数（人） 13,877 12,423 同上。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 6,946,019 6,758,698 

※原油価格の高騰等により、不

用光熱水費の戻入がなかったこ

とから増額となった。 

（うち指定管理料） 6,946,000 6,758,676 ※と同じ 

（うちその他） 19 22 利息 

支出金額（円） 6,560,966 6,788,104 

３年に一度の建築物定期点検の

皆減に伴う委託料の減少や修繕

費の減少により減額となった。 

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 運営管理については適切に実施できた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

利用者満足度調査に関するアンケート実施においてはおおむね良

好な結果を得ている。特にコメントでは、「清潔できれいに管理され

ている」、「事務員が親切」といった意見が多く、良好に運営されて

いる。 

利用状況に対する

評価 

昨年度と比較し、新型コロナウイルス感染症の影響緩和により、利

用件数、利用人数ともに増加した。自主事業など、利用件数増加の

ための取り組みは評価できる。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

親子陶芸教室を開催し、施設の活用を図っている点、また志方東地

区の最大の農業イベント、コスモス祭の中央案内所としても活用

し、施設のＰＲ効果が期待できる点についても大きく評価できる。 

施設維持に対する

評価 

利用者アンケート結果において、「清潔できれいに管理されている」

とのコメントが複数あり、管理者の修理、管理が行き届いているこ

とがわかる。 

節電、節水等の取り組みについては張り紙等による啓発により大部

分の利用者に浸透しているように思われる。 

収支状況に対する

評価 

経理状況については適正に処理されている。精算項目である光熱水

費については値上げにより不足が生じた。 

経費削減の取り組みについては、特に電気・上水道関係では以前か

らの取り組み（利用にあたってのお願い等）が利用者に浸透し、協

力が得られている。 

総合評価 

おおむね適切に運営・管理されている。地域密着型の施設であるた

め、今後も施設の認知度向上や利用者のニーズに沿った事業展開を

期待したい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立農村環境改善センター 

指定管理者 農村環境改善センター運営協議会 

指 定 期 間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日 

施設所管課 産業経済部 農林水産課 

施設の設置目的 

農村地域における環境条件の整備及び農業経営の合理化を図り、農

業者及び地域住民の生活改善及び健康増進に寄与するため設置す

る。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用件数（件） 1,822 1,699 

選挙投票所、新型コロナワクチン接

種会場としての利用があったため

増加。 

利用者数（人） 26,558 24,794 同上 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 6,881,957 6,916,419  

（うち指定管理料） 6,768,242 6,825,901  

（うちその他）  113,715   90,518  

支出金額（円） 6,874,578 6,908,842 

※３年に一度の建築物定期点

検の皆減に伴う委託料の減少

や、修繕料の減少により、減

額となった。 

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 指定管理経費内で運営、管理を適切に行っている。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

地元町内会が主体となった指定管理者であり、地域に密着した運営

を実施しており、利用者から特に苦情もなく適正に運営管理を行っ

ている。 

利用状況に対する

評価 

昨年度と比較し、新型コロナウイルス感染症の影響緩和によって、

貸館休止日数が皆減した結果、利用件数、利用人数ともに増加した。

利用者のアンケートより、事務員の対応について、83％の方が「良

かった」と回答したことから、利用者の満足度が高い点が評価でき

る。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

新型コロナウイルスの影響で、一部中止になった事業があった

が、事業数自体は増加した。感染症対策の徹底等の工夫をしなが

ら６事業を実施しており、利用件数の増加のための取組は評価で

きる。 

施設維持に対する

評価 

簡単な修理等の作業は管理者が対応し、委託による施設の維持管

理、日常点検、修繕を行っている。迅速な対応を行っている点が評

価できる。 

収支状況に対する

評価 

会計全体の収支決算は黒字であり、経理状況については、適正に処

理されている。また、精算項目である光熱水費についても余剰金が

発生し、市に返金する結果となり評価できる。 

総合評価 適切に運営・管理されている。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市見土呂フルーツパーク 

指定管理者 株式会社ローカルデベロップメントラボ 

指 定 期 間 令和４年１０月１日から令和１９年３月３１日まで 

施設所管課 産業経済部 農林水産課 

施設の設置目的 
農業と豊かな自然に親しむ機会を市民に提供し、都市と農村の交流

を図り、農業の振興と地域の活性化に寄与するため設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

バーベキュー 

利用件数（件） 
113 265 

10 月と 11 月の 2 ヶ月間のみ

の運営のため減少。 

ガラスハウス 

利用者数（人） 
27,283 50,185 

喫茶室の閉店及び大規模イベ

ントの未開催のため。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 25,212,142 22,831,681  

（うち指定管理料） 25,000,000 21,140,401  

（うち利用料金） 211,500 429,300 
バーベキューブース利用の収

入が減少したため。 

（うちその他） 642 1,261,980 
収穫体験などの事業が未実施

のため。 

支出金額（円） 25,041,774 19,589,031 

維持・管理に加え令和４年度

は、再整備に伴う事業を実施

したため。 

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

市民が通いたいと思ってもらえる施設づくりを目的に、加古川まち

づくり舎との連携を深めて「まちづくりワークショップ」を定期的

に開催したことで、小規模ながらも当施設に関わる人たちの数も増

え、複数のコミュニティ形成にもつながった。 

次年度の工事着工からリニューアルオープンに入る前に、地域内で

の企業や店舗、施設運営に関わりたいと思ってもらっている地域の

組織団体や個人含めて、地域内での連携を増やせたことでリニュー

アルオープン後の集客や活気につながる期待が持て始めた。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 
利用者から特に苦情もなく適正に運営管理を行っている。 

利用状況に対する

評価 

昨年度と比較し、再整備の準備期間であることから、大規模イベン

トはなく、利用件数、利用人数ともに減少した。 

「屋台づくり DIY」や農業の取組など、利用件数増加のための取組

は評価できる。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

加古川まちづくり舎との連携により、まちづくりワークショップと

して「みとろ大作戦」の継続した活動を実施するなど、リニューア

ルの認知と市民の興味関心を高める取組が評価できる。 

施設維持に対する

評価 
清掃業務、設備点検等を定期的に実施し、施設維持に努めている。 

収支状況に対する

評価 

利用件数、利用者数の減少により、収入金額のうち、指定管理料以

外の金額は減少している。経理状況については適正に処理されてい

る。 

総合評価 おおむね適正に管理運営が実施されていた。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市総合福祉会館 

指定管理者 社会福祉法人 加古川市社会福祉協議会 

指 定 期 間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日まで 

施設所管課 福祉部 高齢者・地域福祉課 

施設の設置目的 市民の福祉の向上と健康の増進を図るため設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用件数（件） 2,954 2,515 
新型コロナウイルス感染症の影響

を受ける前の水準に戻りつつある。 
利用者数（人） 50,604 49,566 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 39,138,479 35,751,403  

（うち指定管理料） 34,228,000 33,126,000  

（うち利用料金） 3,389,350 2,451,050  

（うちその他） 1,521,129 174,353 
エネルギー価格高

騰対策費 

支出金額（円） 39,163,454 35,457,030  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

市民の利用しやすい施設、求められる施設機能など、あらゆる機会

を通じ意見を取り入れながら、管理運営を行うように努めている。

今後も、市民の意見を反映した事業の拡大に努めていく。 

 

  

- 52 -



 

４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

利用者アンケートの実施や意見箱の設置により、利用者の意見を把

握し、会館運営への反映に努めている。特に、「きれいな設備で使い

やすいという好意的な意見」が多く、良好に運営されている。 

利用状況に対する

評価 

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている

ものの、利用者数は増加傾向にある。また、かこバス車内の広告ス

ペースを利用し、貸館について周知を図っている。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

指定管理者のノウハウを生かし、福祉に関する相談への幅広い対

応、各種講座の案内や情報の収集・提供を積極的に行い、施設利用

者の増加や市民の福祉意識の高揚に努めている。 

施設維持に対する

評価 

定期的な点検や清掃・植栽、警備、管理運転業務等の実施により、

適切な維持管理が行われている。また、施設に不具合があれば、逐

一情報提供があるため、迅速に対処することができている。 

収支状況に対する

評価 

照明や空調の適正な管理により経費削減に取り組んでいるが、光熱

水費の価格高騰により、年度途中に追加でエネルギー価格高騰対策

費を支給した。 

総合評価 

施設の管理運営については、基本協定書、仕様書、年度協定書に基

づき適正に実施されている。また、指定管理者の持つ専門性やネッ

トワークを生かし、サービスの向上や利用者の増加に取り組んでお

り、指定管理業務はおおむね良好である。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立つつじ園 

指定管理者 社会福祉法人 博由社 

指 定 期 間 平成３０年４月１日から令和５年３月３１日まで 

施設所管課 福祉部 障がい者支援課 

施設の設置目的 

障害者の福祉の増進を図るために、障害者の日常生活及び社会生活

を総合的に支援するための法律第 5 条第 1 項に規定する障害福祉サ

ービスを行う障害者の通所施設を設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 9,216 9,669 
・稼働率 74.0％へ減少 

（R3年度：78.9％） 

1 日平均（人） 37.0 39.5 ・利用者の退所（3名） 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 201,158,188 203,027,498  

（うち指定管理料） 49,300,000 49,300,000  

（うち利用料金） 140,345,327 150,029,037 退所に伴う利用者数の減 

（うちその他） 11,512,861 3,698,461 法人内繰入収入 

支出金額（円） 202,899,036 191,270,758 法人内繰入支出 

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

・新型コロナ感染症予防対策を徹底することにより営業を継続する

ことができ、利用者家族の要望にこたえることができた。 

・重度・強度行動障害を有する利用者に対し専門性と権利擁護を意

識した支援の提供に努めた。 

・稼働率を 80％超えるように取り組んだが 74.0％と目標数に届か

なかった。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

昨年に引き続き、重度・強度行動障害を有する利用者に対して、強

度行動障害支援者養成研修修了者を配置することで、より専門性の

高い支援の提供に努めており、施設利用に関する満足度も向上して

いる。 

利用状況に対する

評価 

契約者の他事業所（施設）への移行など、やむを得ない事情により

利用率は低下しているが、一定水準を維持している。 

利用率 R4：74.0％、R3：78.9％、R2：83.1％ 

自主（指定）事業 

に対する評価 

日中一時支援事業の稼働率について増加傾向にあり、地域のニーズ

にこたえるべく、今後も事業を継続する体制を確保していく必要が

ある。 

利用率 R4：76.7％、R3：71.5％ 

施設維持に対する

評価 

指定管理者負担となる修繕については適切に実施しており、利用者

が快適に利用できるよう施設を維持、管理している。 

収支状況に対する

評価 

利用者の減少により単年度では赤字となっているが、利用率の低下

に合わせて職員の適正配置を行い、人件費の支出を抑えるなど、経

費削減に努めている。 

総合評価 

職員体制を確保しながら、利用者への適切なサービスの提供に努め

ており、利用満足度も向上している。また、自主事業についても地

域のニーズにこたえるべく体制を継続していきたい。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 東はりま夜間休日応急診療センター 

指定管理者 公益財団法人 東播臨海救急医療協会 

指 定 期 間 令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

施設所管課 健康医療部 地域医療課 

施設の設置目的 
夜間及び休日において救急の医療を必要とする者に対し、応急の医

療を行うため設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

受診者数 夜間（人） 6,908 1,998 

令和 3 年 11 月から休日

昼間診療の定点実施 

新型コロナウイルス感

染症患者対応による受

診者数の増 

受診者数 休日（人） 7,092 
2,397 

（R3.11～R4.3） 

受診者数合計（人） 14,000 4,395 

後送者数（人） 469 370 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 155,269,877 61,214,165 
通年にわたり休日診療

を実施したことによる

運営委託料の増 

（うち指定管理料） 155,269,877 61,214,165 

支出金額（円） 155,269,877 61,214,165 

 

３ 自己評価 

自己評価コメン

ト 

東はりま夜間休日応急診療センターの診療業務において、利用者サー

ビスの質の低下を招くことなく管理運営業務を適正に実施。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

施設の管理運営については、基本協定書、仕様書、年度協定書及び

事業計画書に基づき適正に実施している。また、医師不足が問題と

なる中、安定した診療体制を維持するために医師の確保に努め、利

用者からの意見や要望にも誠実に対応している。 

利用状況に対する

評価 
年中無休で診療を実施できている。 

自主（指定）事業 

に対する評価 
実施する自主事業なし。 

施設維持に対する

評価 

必要な定期点検を実施するとともに、適切なタイミングで簡易修繕

を実施するなど施設の維持に努めている。 

収支状況に対する

評価 

不必要な物品の購入を控え、適切な在庫管理を行っている。また、

物品購入の際は見積もり合わせを実施し、経費節減に努めている。 

総合評価 
夜間帯及び休日において救急医療を必要とする者に対し、年中無休

で初期診療を実施する安定した体制が確保できている。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立別府公民館 

指定管理者 別府公民館管理運営委員会  

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日 

施設所管課 教育指導部 社会教育課 

施設の設置目的 

社会教育法第 20 条の規定に基づき、地域の住民のため、実際生活に即

する教育及び学術、文化に関する各種の事業を行い、住民の教養の向

上及び健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興と社会福祉の増

進に寄与することを目的として設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 44,487 36,425 

前年度より 8,062 人の増. 

成人・高齢者枠の利用が増えてい

る。コロナ対策を実施しながら、利

用が徐々に活発化してきている。 

利用件数（件） 3,265 3,018 

全年度より 247 件の増。公民館主催

の事業においても、着実な増加が見

られる。 

平均稼働率（％） 

（屋外除く） 
24.5 19.2 

行事が進んだことや、公民館事業

で、屋外活動もあり、事業全体が活

発化した。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 30,484,493 29,225,466 繰越金による増 

（うち指定管理料） 24,822,000 24,781,000  

（うち繰越金・雑入） 5,662,493 4,444,466 繰越金の増 

支出金額（円） 24,853,987 23,854,845  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

様々な地域行事の課題に対し、別府地域におけるコミュニティづく

りの拠点施設としての役割を積極的に果たしていると考えている。 

今後も利用者の声を参考に、地域の意向や要望を今まで以上に取り

入れた運営を行うとともに、新たな強化として、地域のコミュニテ

ィのリーダーを育成する公民館運営を推進していきたい。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

施設の管理運営業務においては、アンケートや聞き取り等により利

用者のニーズに応じた管理運営がおおむね良好に行われており、高

く評価できる。 

利用状況に対する

評価 

新型コロナの影響を受けながらも利用者数、利用件数は前年比で増

加しており、評価できる。地域住民のニーズを反映した事業展開や、

創意工夫により地域交流拠点として、利用者とともに公民館運営を

引き続き推進してほしい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

地域の特性を生かした事業や、障がい者に向けた取組など、評議員

会の意見も取り入れながら充実した事業を実施されている。 

施設維持に対する

評価 

施設の状態を適宜把握し、必要な修繕を実施しているため、良好と

評価する。今後も公民館利用者や地域住民と協働した施設管理を継

続してもらいたい。 

収支状況に対する

評価 

予算の範囲内で適正に執行している。経費削減の意識を持ちなが

ら、利用者ニーズに応じるための予算執行をされていると評価す

る。 

総合評価 

今後についても、地域住民の多様なニーズにこたえさらに幅広い利

用促進を図ることで、良好かつ効率的な管理運営業務の実施を期待

している。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立尾上公民館 

指定管理者 尾上公民館運営管理委員会 

指 定 期 間 令和３年４月１日から令和６年３月３１日まで 

施設所管課 教育指導部 社会教育課 

施設の設置目的 

社会教育法第 20 条の規定に基づき、地域の住民のため、実際生活に

即する教育及び学術、文化に関する各種の事業を行い、住民の教養の

向上及び健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興と社会福祉

の増進に寄与することを目的として設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

利用者数（人） 58,149 50,453 

前年度より 7,696 人増 

日常の生活が次第に戻りつつある

ため、公民館にも足が向くように

なったと思われる。 

利用件数（件） 4,144 3,643 

前年度より 501 件の増 

日常の生活が次第に戻りつつある

ため、公民館にも足が向くように

なったと思われる。 

平均稼働率（％） 

（屋外除く） 
24.81 21.74 

前年度より 3.07 ポイントの増 

3 年度  4 年度 

件数合計   3,643   4,144 

可能数合計 16,758  16,758 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 33,893,622 33,095,175  

（うち指定管理料） 24,718,000 24,309,000  

（うち繰越金、雑入） 9,175,622 8,786,175  

支出金額（円） 26,201,911 24,410,177  

 

３ 自己評価 

自己評価コメント 

指定管理を受託して 8年が経過し、町内会をはじめとした地域の

方々の協力を得る中で、一応の成果が得られたものと考えている。 

 会計面にあっては、経営面での努力により、十分な対応ができる

安定的な運営ができた。 

 指定管理によるメリットである地域ニーズに対する柔軟的な対

応により、多様な自主事業を実施し、地域の生涯学習施設としての

役割が果たせたものと考えている。 
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４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

施設の管理運営事業においては、運営推進委員会やアンケート等に

より利用者のニーズに応じた管理運営がおおむね良好に行われて

おり、高く評価できる。 

利用状況に対する

評価 

令和４年度は前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響

を受けたが、令和３年度と比較し、利用者数及び利用件数は増加し

ている。しかし、利用率はコロナ禍以前の水準には達していない。

引き続き、地域交流拠点としての公民館運営を推進してほしい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

地域住民のニーズに合わせ新たな事業を実施するなど、高く評価で

きる。また、平和学習に関する取組等、貴重な学びの機会を提供さ

れている点も評価できる。 

施設維持に対する

評価 

施設の状態を適宜把握し、必要な修繕を実施しているため、良好と

評価する。今後も公民館利用者や地域住民と協働した施設管理を継

続してもらいたい。 

収支状況に対する

評価 
予算の範囲内で適正に執行している。また、節電や印刷時に裏紙を

使用するなど、経費削減に対する努力は高く評価できる。 

総合評価 
今後についても、地域住民の多様なニーズにこたえさらに幅広い利

用促進を図ることで、良好かつ効率的な管理運営業務の実施を期待

している。 
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指定管理業務の評価結果について 
（評価対象年度：令和４年度） 

施 設 名 加古川市立加古川図書館 

指定管理者 株式会社図書館流通センター 

指 定 期 間 令和３年１０月１日から令和８年３月３１日まで 

施設所管課 教育指導部 中央図書館 

施設の設置目的 
図書館法(昭和 25 年法律第 118 号)第 10 条の規定に基づき図書館を

設置する。 

 

１ 利用状況 

指標 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

貸出者数（人） 

上半期  68,392 

下半期  71,236 

年 間  139,628 

下半期  68,176 
年間目標値 120,000 人に

対して、116.4%となった。 

貸出冊数（冊） 

上半期   205,751 

下半期   211,551 

年 間   417,302 

下半期  210,979 
年間目標値 360,000 冊に

対して、115.9%となった。 

入館者数（人） 

上半期   236,156 

下半期   238,781 

年 間   474,937 

下半期  242,218 
年間目標値 396,000 人に

対して 119.9%となった。 

※前年度の１０月１日に移転開館のため、各年度下半期の数値により比較。 

 

２ 収支の状況 

科目 当年度実績 前年度実績 増減理由等 

収入金額（円） 89,668,224 56,248,305  

（うち指定管理料） 89,384,000 56,095,000  

（うちカフェサービス収入） 154,898 103,740  

（うち自動販売機収入） 90,426 31,545  

（うち複写料金 収入） 38,900 18,020  

支出金額（円） 90,643,282 56,205,260  

※令和３年１０月１日に移転開館したため、前年度実績は下半期(10 月～３月)のみの数値。 
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３ 自己評価 

自己評価コメント 

貸出し等の利用実績については、昨年度と比較すると少し落ち着

いてきたものの引き続き多くの方に利用いただいた。 

また、指定事業、自主事業ともおおむね計画通りに実施すること

ができ、特に各所との連携イベントについては目標としていた回

数以上に実施できた。ただし、集客面においては、一部の事業に

おいて定員を制限するなど、社会状況に応じた対応をしたことで

目標値に達しない事業もあったが参加者にはおおむね満足いただ

けたと考えている。 

新しい図書館への期待度はまだまだ高いと考えられることから、

いただいたご意見を参考にしながらより良い運営を目指したい。 

スタッフ教育については、可能な限り社内外での研修に参加して

いる。さらなるスキル向上に努めたい。 

 

４ 施設所管課評価 

運営（サービス） 

に対する評価 

利用者アンケートでは、接遇、館内サービスを含む総合的な満足度

で「とても満足」「満足」が 78%という結果になっており、利用者に

とって効果的な運営がされていると評価できる。 

利用状況に対する

評価 

前年度との下半期比較では、来館者数はわずかに減少したものの、

貸出者数、貸出冊数については、いずれも微増しており、学習・ワ

ークスペース等の稼働率についても前年度をさらに上回った。 

引き続き、特に中学生・高校生世代の利用者増への今後の取り組み

に期待したい。 

自主（指定）事業 

に対する評価 

指定事業、自主事業ともコロナ禍の影響により、参加者数などで目

標値を達成できなかったものもあるが、おおむね計画どおり実施で

きている。また、カピル２１ビルの各テナントとの連携事業など、

加古川図書館独自の様々な魅力あふれる事業を実施し、好評を得て

いることは高く評価できる。 

施設維持に対する

評価 

清掃、保守等の維持管理については計画的に行われており、修繕、

備品購入についても適正に執行されている。 

省エネについても自助努力を行い、使用量の削減に取り組んでいる

ことは評価できる。  

収支状況に対する

評価 

施設の特性から、指定管理料が収入全体の９割を占めているが、限

られた予算の中で、適正に管理運営が実施されている。 

支出についても、光熱水費の経費削減のため、様々な取り組みを行

った結果、市に余剰金を返還できたことは評価できる。 

総合評価 

事業実施計画書等に基づき、適正な管理運営が行われている。 

また、商業施設内という立地条件を生かし、加古川図書館独自の事

業を数多く実施している。特に同じフロアの大型書店とは、民間の

ノウハウを生かした様々な連携事業を実施しており、高く評価でき

る。今後も魅力的な事業展開により、読書人口の拡大に期待したい。 
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